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研究成果の概要：	
 
	 膵癌撲滅に向けたバイオ医薬品開発を最終目標として、膵癌の表面抗原に対するモノクロー
ナル抗体の作成を行った。 
	
研究成果の学術的意義や社会的意義	
 
	 膵癌は生物学的悪性度の極めて高い疾患である。近年、分子標的薬が脚光を浴び様々な癌種
で有用性が認められているが、膵癌においては未だ十分な効果が得られていない。膵癌治療に
おいて、新しい治療標的の発見を視野にいれた研究は非常に重要であり、かつ切望されている。 
	
	
研究分野：	
病態生化学	
	
キーワード	
１）モノクローナル抗体	
	
	
１．研究の目的 
 
 膵癌撲滅に向けたバイオ医薬品開発を最終目標として、膵癌の表面抗原に対するモノクロー
ナル抗体の作成を行う。膵癌細胞株をマウスに免疫し、膵癌細胞の浸潤能を抑制する機能を指
標としたスクリーニングを行い、膵癌の局所浸潤を抑制する抗体を作成する。さらには、我々
が樹立した新規タグ抗体とのハイブリッドハイブリドーマを樹立し、膵癌細胞へドラッグデリ
バリーできる新規抗体により、膵癌の治療戦略の基盤を確立することを目的とする。	
 
２．研究成果	
 
	 抗体は低分子化合物と異なり、元来生体で産生されるため、副作用が少ないことなどから、
医薬品開発のハードルが低く、開発成功率が高い。膵癌撲滅に向けたバイオ医薬品開発を最終
目標として、膵癌の表面抗原に対するモノクローナル抗体の作成を行った。	
	 浸潤能を有する膵癌細胞株	MIA	PaCa-2および	PANC-1を生細胞のままマウス腹腔内に注射し
免疫した。常法に従い、細胞融合を行い、ハイブリドーマを樹立した。細胞浸潤能を直接制御
する分子は細胞表面に存在すると考えられるため、１次スクリーニングには免疫原として用い
た生細胞をベースとした簡易酵素結合免疫吸着検定（細胞ベース	ELISA 法）を用いることでス
クリーニングの効率化を図った。	
これにより、膵癌細胞の表面抗原を特異的に認識する抗体の作製を行った。さらには、我々が
樹立した新規タグ抗体（Tatumi	K,	et	al,	Sci	Rep	7:	43480,	2017）とのハイブリッドハイブ
リドーマを樹立し、機能評価と臨床応用をめざし、膵癌の治療戦略の基盤を確立していく。	
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